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３３３３    プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの実践実践実践実践にににに向向向向けてけてけてけて        

    下田市観光基本計画を策定するため、平成23年９月８日に第１回下田市観光振興推進会議を開

催しましたが、どこにでもある基本計画を策定することの必要性が問われるとともに、計画の実

現性について委員からの厳しい意見が相次ぎました。しかしながら、アクションプランは必要で

あるとの認識から観光を振興するための課題を抽出し、それらの課題を解決するための実現可能

な計画を策定するための準備作業を観光振興推進会議で行うこととしました。 

平成24年９月５日に開催した第１回観光振興推進本部での協議の結果、総論及び方針は本部で 

作成し、推進会議はアクションプランを作成することを決定しました。その後、第２回推進本部 

で素案を検討した結果、観光は総合産業であるとの認識から、第１次産業の振興も含めた計画と 

する必要性が認識され、推進会議においても同様の認識がされたところです。 

そこで、本計画を単なる観光地づくりの計画とするのではなく、様々な主体や組織、そして市 

民が連携して行動を起こす「観光まちづくり推進計画」とし、本市の抱える諸課題を解決すると

ともに、下田の魅力発掘し、磨き、発信することにより「市民の営みが活きるまち」づくりを推

進し、「暮らす人も、訪れる人も快適なまち「快国」下田」を目指すことといたしました。 

本計画の策定段階では、従来の市民参加型の策定手法ではなく、市民行政一体型の組織による 

手作りの計画としたため、計画の必要性も含めて多くの意見が出され、紆余曲折する時期もあり

ました。  

また、アクションプラン策定段階においても、多様な意見がありましたが、提案事業の中から 

優先して実践すべき事業を４つのプロジェクトとして、取りまとめました。 

 それぞれのプロジェクトの目的や事業概要は、調書としてまとめましたが、今後、プロジェク

トを実践するための体制を早急に設置し、調書の内容を協議、修正し、より現実的で効果的な内

容にブラッシュアップした上で、実践する必要があります。 

なお、本計画に掲げられたプロジェクトを実践するために必要な事項は、次のとおりです。 

 

（１）実践できる組織及び人材の必要性 

     各プロジェクトを実践するためには、行政はもとより関連団体、観光関連事業者、市民や市

民団体等の多様な主体が連携し、オール下田で観光まちづくりを推進しなければなりません。 

     そのため、プロジェクトを実践できる組織を早急に設置し、必要な人材を配置するとともに、

交通事業者や旅行会社などとの連携体制を構築する必要があります。 

     

  （２）計画的な予算確保の必要性 

     各プロジェクトを実践するためには、実践組織において、提示した調書の事業費や事業工程

を精査するとともに、必要な予算を確保しなければなりません。 

そのため、国や県の動向を注視し、財源確保に努めるとともに、必要な予算を確保し、計画
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的にプロジェクトを実践する必要があります。 

 

（３）評価・検証の必要性 

     各プロジェクトを成功に導くためには、達成状況や成果を評価・検証するとともに、プロジ

ェクトにその結果を反映し、常に内容を改善しなければなりません。 

     そのため、計画し、実施し、その評価を行い、改善するというプロセスを繰り返すことによ

って、事業の成果を追求しつつ、より効果的で市民要望と合致したプロジェクトに改善する仕

組みを構築する必要があります。 

 

（４）組織・体制の提案 

   本計画に掲げたプロジェクトを実施するための組織・体制のイメージを次のとおり提案しま

す。 

 

    

    

    

    

    

美美美美しいしいしいしい里山里山里山里山づくりづくりづくりづくり    

    

・集落 

・森林組合 

・ＪＡ伊豆太陽 

・製材業者 

・民間事業者 

 他 

・下田市 

（産業振興課） 

 

    

世界一世界一世界一世界一のののの海海海海づくりづくりづくりづくり    

    

自然体験活動推進協

議会の再編成 

 

 

 

 

・下田市 

（観光交流課） 

 

    

３０３０３０３０カラーズカラーズカラーズカラーズ    

    

・ハピープロジェクト 

・ﾋﾞｯｸｼｬﾜｰ実行委員会 

・旅館組合 

・観光交流課 

 

 

 

（観光協会） 

    

    

美味美味美味美味しいまちづくりしいまちづくりしいまちづくりしいまちづくり    

    

・観光協会 

・商工会議所 

・伊豆漁協 

・ＪＡ伊豆太陽 

・商店街 

・旅館組合 

・料理飲食店組合 

・土産物組合 

・菓子組合 

・30 ｶﾗｰｽﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

・産業振興課 

 

（商工会議所）    

    

参画団体参画団体参画団体参画団体    

    

・商店街 

・旅館組合 

・料理飲食店組合 

・花の会 

・他 

    

    

アドバイスアドバイスアドバイスアドバイス    

 

・静岡県 

・交通事業者 

・旅行業者 

・他 

    

下田市観光下田市観光下田市観光下田市観光まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり連携推進幹事会連携推進幹事会連携推進幹事会連携推進幹事会    
 

観光協会、商工会議所、伊豆漁協、ＪＡ伊豆太陽 

下田市（産業振興課、観光交流課） 

※各プロジェクト調整、評価検証資料作成 

    

下田市観光下田市観光下田市観光下田市観光まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり推進本部推進本部推進本部推進本部    
下田市長、観光協会長、商工会議所会頭 

伊豆漁協組合長、ＪＡ伊豆太陽組合長 

事務局（観光交流課） 

 ※意思決定、評価検証 


